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内
閣
府
が
平
成
23
年
12
月
に
実
施
し
た「
森
林
と
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
」が
２
月
18
日
に

公
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
世
論
調
査
は
、
森
林
と
生
活
に
関
す
る
国
民
の
意
識
を
把
握
し
、
今

後
の
施
策
の
参
考
と
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

○
住
宅
を
建
て
る
場
合
の
工
法
に
つ
い
て
は
、81
％
が「
木
造
住
宅
を
選
び
た
い
」

と
答
え
、
木
造
住
宅
を
選
ぶ
際
に
価
格
以
外
で
重
視
す
る
も
の
と
し
て
、「
品

質
や
性
能
が
良
く
、
耐
久
性
に
優
れ
て
い
る
こ
と
」（
68
％
）、「
健
康
に
配
慮

し
た
材
料
が
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
」（
67
％
）と
の

回
答
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
国
産
材
が
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
」が
前
回
調

査（
35
％
）か
ら
５
ポ
イ
ン

ト
増
加
し
40
％
と
な
り
ま

し
た
。【
図
２
】

○
公
共
施
設
や
設
備
へ
の
木

材
利
用
に
つ
い
て
は
、「
小

中
学
校
の
校
舎
な
ど
の
学

校
施
設
」（
61
％
）、「
医

療
施
設
や
福
祉
施
設
」

（
57
％
）、「
幼
稚
園
等
の

す
べ
り
台
な
ど
の
遊
具
」

（
54
％
）の
回
答
が
多
く
な

り
ま
し
た
。【
図
３
】

○
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活

用
に
つ
い
て
は
、「
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
と
し
て
の
利
活
用
」

が
前
回
調
査（
48
％
）か
ら

13
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
61
％

と
な
り
ま
し
た
。【
図
４
】

○
回
答
者
の
87
％
が「
森
林
へ
の
親
し

み
」を
感
じ
て
お
り
、
前
回
調
査
の

92
％
か
ら
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

過
去
５
回
の
調
査
を
通
じ
て
85
％
以

上
の
高
い
値
と
な
り
ま
し
た
。

○
森
林
に
期
待
す
る

働
き
に
つ
い
て

は
、「
災
害
防
止
」

（
48
％
）が「
地
球
温

暖
化
防
止
」（
45
％
）

を
上
回
っ
て
第
１

位
と
な
り
、
以
下

「
水
資
源
を
蓄
え
る

働
き
」（
41
％
）、

「
空
気
を
き
れ
い
に

し
た
り
、
騒
音
を

や
わ
ら
げ
る
働
き
」

（
37
％
）の
順
に
な

小学校や中学校の校
舎などの学校施設

病院などの医療施設
や老人ホームなどの
福祉施設

幼稚園などや公園にある
すべり台などの遊具

花壇、柵やガードレー
ルなどの道路沿いに
ある施設

スポーツ施設や図書館
などの社会教育施設

駅などの交通機関
施設や電車などの
公共機関の内装

その他

特にない
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（注）複数回答総　数

【図3】公共施設への木材の利用 【図2】木材利用についての意向

品質や性能が良く、耐久
性に優れていること

健康に配慮した材料が
用いられていること

国産材が用いられて
いること

リサイクルしやすいなど環境
に配慮した製品が用いられて
いること

使用する木材の種類や産地、
費用が明らかであること

植林や手入れが適切に行われ
ている森林から生産された木
材が用いられていること

欲しいときにすぐ購入
できること

その他

わからない
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（注）建てたり、買ったりする場合に
　　選びたい住宅を「木造住宅」と
　　答えた者に質問、複数回答

今回調査
平成19年5月調査

山崩れや洪水などの災害を
防止する働き

水資源を蓄える働き

二酸化炭素を吸収する
ことにより、地球温暖化
防止に貢献する働き

空気をきれいにしたり、
騒音をやわらげる働き

心身の癒しや安らぎの場を
提供する働き

住宅用建材や家具、紙などの
原材料となる木材を生産する
働き（注2）

貴重な野生動植物の生息の
場としての働き

自然に親しみ、森林と人との
かかわりを学ぶなど教育の
場としての働き

きのこや山菜などの林
産物を生産する働き

その他

特にない

わからない
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（注1）3つまでの複数回答
（注2）平成19年5月調査では、「木材を

生産する働き」となっている。

今回調査
平成19年5月調査

【図1】森林に期待する働き

り
ま
し
た
。
ま
た
、「
木
材
を
生
産
す

る
働
き
」が
前
回
調
査（
15
％
）か
ら
９

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
24
％
と
な
り
ま
し

た
。【
図
１
】

○
森
林
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、「
国

土
保
全
、
災
害
防
止
な
ど
の
公
益
的

機
能
が
高
度
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
た

と
え
経
済
効
率
が
低
く
て
も
整
備
す
べ

き
」と
の
回
答
が
69
％
を
占
め
ま
し
た
。
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○
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
と
し
て
の
今
後
の

森
林
整
備
に
つ
い
て
は
、
76
％
が「
国
際
的

な
約
束
で
あ
る
か
ら
、
国
や
地
方
公
共
団

体
が
主
体
と
な
っ
て
森
林
整
備
を
進
め
る
」

と
答
え
、「
国
民
の
参
加
や
協
力
に
よ
り
森

林
整
備
を
進
め
る
」（
49
％
）と
の
回
答
が

次
に
多
く
な
り
ま
し
た
。【
図
５
】

○
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
と
し
て
の
今
後
の
森

林
整
備
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
は
、「
国
民

全
体
で
負
担
す
る
」（
44
％
）と「
温
室
効
果

ガ
ス
を
排
出
す
る
割
合
に
応
じ
て
企
業
や
国

民
が
負
担
す
る
」（
44
％
）が
多
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、「
国
産
材
製
品
の
購
入
を
増
や

し
、
国
民
全
体
で
間
接
的
に
負
担
す
る
」（
選

択
肢
新
設
）が
33
％
で
続
き
ま
し
た
。【
図
６
】

１　

全
体
的
な
特
徴

　

森
林
整
備
の
必
要
性
、
森
林
整
備
に
必
要
な

費
用
の
負
担
、
木
材
利
用
の
意
義
な
ど
に
つ
い

て
は
肯
定
的
な
回
答
が
多
く
、
前
回
調
査（
平

成
19
年
５
月
）の
結
果
と
比
較
し
て
も
肯
定
の

割
合
が
同
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
森
林
・
林
業
・

木
材
利
用
へ
の
国
民
の
意
識
や
期
待
は
全
体

的
に
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

２　

森
林
に
期
待
す
る
働
き

　
「
災
害
を
防
止
す
る
働
き
」の
第
１
位
は
、
東

日
本
大
震
災
や
集
中
豪
雨
な
ど
の
発
生
を
受

け
、
国
民
の
防
災
意
識
の
高
ま
り
が
現
れ
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、「
地
球
温
暖

化
防
止
に
貢
献
す
る
働
き
」の
割
合
は
、
前
々

回
の
調
査（
平
成
15
年
12
月
、
42
％
）と
比
較

す
れ
ば
増
加
し
て
お
り
、
国
民
の
期
待
は
引

き
続
き
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
木
材
を
生
産
す
る
働
き
」の
上

昇
は
、
木
づ
か
い
運
動
の
効
果
や
公
共
建
築

物
等
木
材
利
用
促
進
法
の
制
定
に
加
え
、
国

産
材
の
利
用
が
森
林
機
能
の
持
続
的
発
揮
に

つ
な
が
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
結
果
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

３　

森
林
整
備
の
あ
り
方

　
「
公
益
的
機
能
が
高
度
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う

経
済
効
率
が
低
く
て
も
森
林
の
整
備
を
実
施

す
る
べ
き
」と
の
回
答
は
、
前
回
調
査
か
ら
続

い
て
、
山
崩
れ
な
ど
の
災
害
を
防
止
す
る
働

き
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
す
る
働
き
な

ど
、
森
林
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
へ
の
高
い

期
待
が
示
さ
れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

４　

木
材
利
用

　
「
木
材
を
生
産
す
る
働
き
」の
割
合
や
、
木

造
住
宅
選
定
時
に「
国
産
材
が
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
」を
重
視
す
る
割
合
は
、
前
回
調
査
に

比
べ
て
増
加
し
て
お
り
、
木
材
利
用
へ
の
意

識
は
高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
建
築
物
な
ど
へ
の
木
材
利
用

で
は
、
学
校
施
設
、
医
療
施
設
、
福
祉
施
設

な
ど
へ
の
利
用
を
望
む
回
答
が
多
く
、
木
材

利
用
の
促
進
に
向
け
た
施
策
を
推
進
す
る
上

で
十
分
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
で

は
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
利
活
用
」が

前
回
調
査
に
比
べ
て
増
加
し
て
お
り
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
の
利
用
に
対

す
る
期
待
の
大
き
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

５　
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
と
し
て
の
森
林
対
策

　
「
国
や
地
方
公
共
団
体
が
主
体
と
な
っ
て
森

林
整
備
を
推
進
す
る
」と
と
も
に
、「
国
民
の

幅
広
い
参
画
に
よ
る
森
林
づ
く
り
を
進
め
る

べ
き
」と
い
う
意
識
も
強
く
、
国
民
の
地
球
温

暖
化
防
止
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
う
か
が

わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
費
用
負
担
に
つ
い
て
は
、
原
因
者（
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
者
）に
よ
る
負
担
と
受
益
者

（
国
民
全
体
）に
よ
る
負
担
が
ほ
ぼ
同
程
度
の

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
森
林
整

備
を
進
め
る
手
法
と
し
て
、
国
産
材
製
品
を

多
く
使
う
こ
と
へ
の
意
識
も
現
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
詳
し
い
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
内

閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
森
林
と
生
活
に
関
す
る

世
論
調
査
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

http://w
w
w
8
.cao.go.jp/survey/h2

3
/

h23-sinrin/index.htm
l

燃やして発電する、またはボイラー
で熱を利用するなどのエネルギー
源としての利活用の推進

細かくして堆肥や家畜の飼育舎に
敷く敷料としての利活用の推進

燃料用エタノールに加工するなど
の燃料としての利活用の推進

紙や木質ボードの原料としての
利活用の推進（注2）

その他

特に利活用する必要はない

わからない
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（注1）複数回答
（注2）平成19年5月調査では、「紙や

ボード類の原料としての利活用
の推進」となっている。

今回調査
平成19年5月調査

【図4】木質バイオマスの利活用方策
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その他

現状のままで、できる範
囲のことをすればよい

森林所有者自らの取
り組みを主体に森林
の整備を進める

広く情報を提供して国民の
幅広い参加や協力により、
森林の整備を進める

国際的な約束であるから、
国や地方公共団体が主体と
なって森林の整備を進める

わからない
（注）複数回答

今回調査
平成19年5月調査

【図5】地球温暖化防止のための森林対策

新たな負担を求めずに、
できる範囲のことをすれ
ばよい

森林の所有者が自ら負担する

ボランティアなどの自発的な
森林整備活動により負担する

緑の募金などの自発的な
拠出により負担する

国産材製品の購入を増やす
ことにより、国民全体で間接
的に負担する

温室効果ガスを排出す
る割合に応じて企業や
国民が負担する

森林の恩恵は広く国民
全体に及ぶことから、
国民全体で負担する

その他

わからない
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（注1）複数回答
（注2）平成19年5月調査では、「今後、地球

温暖化防止対策として、これまで以上
に森林整備を推進していくために必
要となる費用に対する負担はどうある
べきだと思いますか。この中からいく
つでもあげてください」と聞いている。

※調査をしていない項目

今回調査
平成19年5月調査

【図6】森林対策の費用負担のあり方


